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沖縄に於ける食品の概量について
6月7日は計量記念口ですが､皆さんは御存 じで

したでしょうか｡もしやや計量記念日だといって

も私たちには関係のないことだわ寸などと思って

いらっしゃるのではないでしょうか｡ しかし､門
こい主婦とか､管理の上手な主婦というのは､計

るという態度を持つところから生れて来るような

気がいたします｡そこで今日は計量記念日にちな

んで食,7.の概量についてのべてみます｡

考えてみますと､私達は生れてすく､､計 りの上に

乗せられ､その後もずーっと計 りの目盛りを気に

しながら子供を育て､一方買い物をする時も､一

目盛 り一目盛りを確めながら買い物をし､おいし

い料理が出来るようにと､量を吟味しながら手加

減､さじ加減しております｡そのように子供を立

派に育てる為にも又､お金を上手に倣 うためにも

又おいしい料理が出来るようになる為′にも､この

計るという態度こそ主婦にとって最も大切なこと

ではないでしょうか｡そ うしてこの計るという習

慣が身についたなら､私達主婦に､仕事に対する

白信と確信を与え､それがひいては､いかなる生

活にも対処出来る知恵を与えてくれるものと思い

ます｡

その一端にでもなればと思い沖縄に於ける使用

頻度の高い食晶の概量をお知らせ します｡
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混 牧 林

樹木は牧野の構成要素として欠 くことので

きないものであるが､経営の主体が畜産で林

業がこれに従っているときを牧野林､林業経

営が主目的で畜産的な利用をこれに加味した

ときを混牧林といっている｡

混牧林経営には､林内から採草する方法と

林内に放牧する方法の2つがあるが､一般に

は林内放牧が問題になる｡林内放牧を行 うと

きには次のような点に注意する必要がある｡

1)家畜の好みと樹種との関係は､やぎは

非常に多くの樹種を食するし､羊がこれにつ

ぎ､牛､烏は比較的少い｡

2〉放牧家畜の頭数には特に注意 し､多ぎ

ないように頭数と放牧面積をかげんする必要

がある｡放牧頭数が多すぎると､草生はもち

ろん林木に対 しても最も悪い影響を与える｡

3〉放牧方法に注意 し､計画的な輪換､ま

たは一時土地を休ませて､樹木を保護するこ

とがたいせつである｡

4〉樹種については､広葉樹の方をよく食

べるが､木材生産の点か らみれば針葉樹のう

ける悪影響の方がいっそ う大きい｡従って用

材を目的とした針葉樹林放牧はさけるべきで

ある｡

5〉樹高と被害の関係は､一般に家畜のロ

のとどく高さまでが最も危険であるから､幼

令樹林地の放牧は注意を要する｡

6〉土地の状態､芋類の型､放牧の時期な

ども影響が大きいので､これ らを考慮 した放

牧計画をたてるべきであるo


